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　 鰍 夘 尠 勸 ・・椡 齢 窮 鋤 顯 齢 繖 勸 嬾 磯 翻
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【馳 鯨 状 タ ン パ ク 鍵 の ・・矧 越1・轢 個 こお い 碯 切 な幽 ゆ 齪 と繦
み 舍 わ せ に よ SJ

　 refeld 　ing 収 率 等の 向 上 を辭 為 と と もに 、
　 refQiding 溝螻

設 計 の 掴針 を遣 窟 して 礬 疫 ・ 今 圓 は 、 refolding に 腐 効 で あ っ た い くつ か
の 試 剤 の 組 含 せ 等 か ら・ 各試 劃   陀 fol面 謫g にお よぼ す役 割 を灣臻 す る 。

肪 齢 よび 結 剰 擦 肌 た タ ン パ ク vacま全翫 しt、　V ゾ チ ー ム 、 り糊
ク レア ー ゼ A ・ お よび サ チ ライ シ ン な どで ある 。 爾 い た試 剤 は urea

、

ethylene 　glycol ・ 廴剛 癒 どで あ る 。 水 靆結 舎、 疎旗 性 お よび イオ ン 性相
互 作 用 な ど高 次 櫞造 形 歳 の 胤 め の 昏 種 相互作 用 と の 関 係 を考慮 しな が ら試
剤 の 組 合 せ を選定 し 撫 な灘 の 混合 離 を 躙豼 た 。 融 觀 離 圃

復 さ管 允 書 種 獄 嗣 の r   椡 d賄 1こ 鰤 す毳幾 劉 を書 臻 し疫 、，

The　role ＄ ◎i　geveral 　 r舩 夥飜 軈 useti 瑜 the ＄uccesssiul 　pratgln
ref ゆldi駐gs。
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202 超分子構造 プロ テア ソ ーム の ホモ P ジーモ デリング

（科学技術振興事業団）有圏尚、 0 山崎直子

（東海大学 e 開発工 ）平 山令 明

（住笈電工 ・BM 研）薪原薩樹 、 舟羽糞一郎 （都立臨床研）田中瞥二

【瞰 爐 超分 子シス テ ム と して の プロ テ ア ソームの 高次構造や分苧集含の解析を
通 して 、 免疫 識別におけるプ凝テア ソ

ー
ムの作用機構の解明を 圏的に dVモ　asジー

モデ リン グ法を用 いて プロ テ ア ソ ーム のモ デル構造 を構築し立体構造予測を行い 、
機能解析を行 うこ とを變的として いる 。

【方法 お よび結 粟蘯HuberらがX 線解析 した古細薦プロテ ア ソ
ーム の構成単位で

ある α βサ ブユ ニ ッ トをテ ンプレー トと して 、 酵母 プロテア ソ ーム の es　 1 − 7お
よ び β 1 − 7 の 14 種のユ ；ッ トをホモ 鎧 ジーモデ リン グ した 。 靆 ア構造の 構築
にはKarptusらが 開発 した 「Modeler」 を使鮹 した 。
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